
Seagull School  2020 夏のスペシャル講座 ～読んで話して書く教室～ 

本を読むだけじゃなくて、思ったこと・感じたことを言

葉にすることで、その本との出会いがもっともっと大き

なみんなのココロの宝物になるはず！ 

シーガルスクールの読んで・話して・書く教室で、本も作文も大好きになろう！！ 

あらすじを書いてしまったり、 

    流れを無視して書きたい事を書き綴ってしまった

り、意外に難しい「感想文」。そんな感想文を、経験などを

踏まえて、感じたり、考えたりしたことしっかり文章にし

ていくコツを教えます！！ 

 

 

一人ではむずかしい「読書感想文」も、シーガル

でみんなといっしょに考えれば大丈夫！ 

作文が苦手な子でも、友だちとディスカッション

をしながら楽しく書けちゃうよ。 

 

 当日までに 

ご購入いただきたい本をお伝えします。 

各ご家庭でご購入いただき、 

本は当日までに必ず読んでおいて下さい。 

１回だとお話の内容を忘れてしまうこともあるので、 

何度もくり返し読めば、いい感想文が書けるよ！ 

 

準 備 

 

 

 

 

 

 

 

２日目 

いよいよ最後の仕上げ。清書に取りかかります。 

前日に書いた下書きを元に、自分の作文を見直し、

推敲
すいこう

しながら原稿用紙にていねいに書き写していき

ます。完成したときの達成感は、やった人にしか 

味わえない！大変だけど、がんばるぞー！！ 

 

 

 

 

１日目 

ディスカッション・下書き 

講座は物語のあらすじをおさえるところからスター

ト。重要な場面については、みんなでディスカッシ

ョン！心に残ったことなどをメモして、作文を書く

準備をします。自分の書きたいことの中心を決めて、

この日は下書きまで仕上げます。 

 

仕 上 げ 

小１～４対象 

 

 

 

６月２４日（水）スタート！ 

申 込 み 
まずはお電話で申込み。 

申込開始日時が決まっているので、 

必ず守ってください。 

詳しいことはチラシの裏面を 

確認してください。 

 



 

 

 

 

 

◇◆保護者の皆様へ◆◇ 
 
当講座では、作文のジャンルの中でも比較的書き方が難しい「読書感想文」の基本的な構成を学んでいただくこと、そ

して何よりひとつの題材をお子様たちの間で共有し、意見を出し合うことでより深い読書体験をしていただくことを目的
としております。こうした主旨にご理解をいただくとともに、ご受講にあたっては以下の点についてあらかじめご了承く
ださい。 
 
当講座で用いる図書は、「全国青少年読書感想文コンクール」の課題図書に選ばれている作品の中から選定させていた

だきます。お子様に自由に本を選んでいただくことはできません。当スクールのスタッフが、すべての課題図書を読んだ
上で、心を育むスクールとしての視点に立ち、お子様にぜひ読んでいただきたいと思うものを選んでおります。なお、今
年度の使用図書は上記のとおりです。 
 
当講座に申込まれた方には、受講手続き書類の他、教材として該当学年の課題図書を７月上旬から中旬にお送りします。

当日は感想文を書くための時間となりますので、そのための準備として、受講日前までに本を読んで内容を理解していた
だくことが必要となります。 
 
当講座をご受講いただくためには、最低限の国語能力として、ひらがなの読み書きができることが必要となります。特

に小学校１年生のお子様については、読み書きの力が十分でない場合、所定の時間内に清書を完成させられない場合があ
りますので、あらかじめご了承ください。 

 

◆◇申込受付開始◇◆ 
６/２４（水）※開始時間は別紙をご覧くださいTEL ０５2-800-0931 

※７月１日以降のキャンセルにつきましてはキャンセル料が発生しますのでご了承ください。 

※参加費は１０月の授業料とあわせて口座振替させていただきます。 

外部生の方には、後日郵送させていただく請求書にてご納入いただきます。 

※両日ご参加が可能な日程でお申込いただきますようお願いいたします。 

欠席の場合、別日での対応は致しかねますので、ご自宅で取り組んで頂くかたちとなりますことをご了承下さい。 

 

 

 

Ａ 8/8（土）・11（火） 
10: 00～15: 00 
14: 30 16: 30 

 

 
 

   

 

 

 

 

Ａ ７/２4（金）・31（金） 
10: 00 15: 00 

17: 00 19: 00 

 

Ｂ ７/25（土）・8/2（日） 
10: 00 15: 00 
13: 30 15: 30 

「山のちょうじょうの木のてっぺん」       作者 最上 一平 

「南極と北極の『へえ～』くらべてわかる地球のこと」作者 中山 由美 
 

おっちょこちょいの元気な一年生、いがらしくんとにしやんは正反対の性格です。にしやんが飼っている犬のごん
すけが死にそうです。にしやんは元気がありません。ごんすけは、人の年齢にするともう百歳ぐらいのおじいさん
犬です。ごんすけがいなくなるなんて。死ぬのはこわいけれど、どうやって死ぬのか、見てみたい気もしていまし
た。いがらしくんは、にしやんの家に行ってみることにしました。いがらしくんは、にしやんの家でどんなことを
知ることができるのかな？周りの人との関係や命について考えます。 

北極と南極、どちらが寒い？ 氷の量はどちらが多いの？ どんな動物がいるの？ ふたつの極地をくらべると、にて
いるようで、ちがうところがいっぱいなんです！女性で初めて記者として南極観測越冬隊に参加し、その後も北極
と南極の両方を何度も取材してきた中山由美さんといっしょに北極・南極のすばらしさにふれながら、地球のこと、
未来についても調べていきます。 


